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歩行者のための案内標識

昭和６３年９月

(社）全国道路標瓢。標示業協会関東支部東京都分会



今日、安全で快適な歩行斑境が求められている。このため広い歩道や街路樹

防謎柵などの整備が急ピッチで進められている。歩行者用の案内を充実して

いくことも快適な歩行者空間の整備にとっては必要不可欠な要素である。特

に公共交通機関の発達した都心部では歩行は重要な移動手段であり、人を駐

車場や駅などから安全に目的地まで案内するシステムが必要になっている。

歩行者のための案内標識はシンボルマークなどを併記し、親しみの持てるも

のとするとともに、美しいまちなみを作るように配慮されている。

（東京都建設局の設置した歩行者標識）
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はじめに

道路利用者の要求の高まりに答えて、昭和６１年１１月に道路標識令が改正

になった。道路案内標識にローマ字を併記したり、道路の通称名標識のデザ

インの変更等により、利用者の側に立った改正で、より利用しやすくなった。

中でも歩行者の為の案内標識が著名地点標識の一つに加えられたことは、と

もすれば雑多になる町中の案内について－つの方法を示したという意味で大

いに歓迎すべきことである。

このような改正をうけて、多くの先進的な自治体で歩行者の為の案内標識

の整備が進められている。また、他の自治体にあっても歩行者のための案内

標識の整備を計画しあるいは、実施計画がたてられている。道路協会から「道

路標識設置規準・同解説」が６２年１月に社団法人日本道路協会から刊行され

た。この中においても、歩行者のための案内標識は記述されている。しかし、

新しい試みであるだけに、デザインの詳細、案内施設の選択、シンボルマー

ク、ローマ字標記等細かな点の記戦については言及していない。

社団法人全国道路標識標示業協会東京分会は、道路標識をつくる立場から

歩行者のための案内標識に関して設置例などを紹介してきた。道路標識に関

する人々から、これらの設置例をまとめて貰いたいと要望が強くなってきた。

そこで、ここに冊子を発行することにした。

皆様が歩行者のための案内標識の整備計画をたてる際、何かの役に立てて

いただければ幸です。

また、この冊子を作成するにあたり、資料を提供していただいた各自治体

の皆様にこの場で感謝いたします。

社団法人全国道路標識標示業協会東京都分会長

丸本正洋
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第１章案内体系

第１章案内体系

１．歩行者のための案内標識

（１）はじめに

気持のよい道路、人々のあふれている街路には、歩いて楽しい工夫が

されているものである。安全で快適な歩道、歩いて退屈させないストリー

トファニチャー、心なこませる街路樹などが、気持よく考えられて配置

されていろ。安全で快適な歩行者空間の整備は、都市が発達し人々が多

く集まるにつれて、ますます必要になっている。そんな歩行者空間を演

出する道路付属物の一つが歩行者のための案内標識である。

（２）歩行者のための案内標職

道路標識は主に自動車利用者を対象にしているため、歩行者には案内

している目標地が遠すぎるなど、利用しにくい面がある。

特に都市部では商店が設置する袖看板、その他の案内看板がまちなか

にあふれており、これらは必ずしも系統だっていない。人々を駅、バス

停などから間違いなく安全に目的地まで案内するためには、系統だった

歩行者のための案内標識の整備が望まれている。

幅の広い歩道等の整備などとならんで、歩行者のための案内標識を必

要に応じて整備していくことは、安全で快適な歩行空間を創造して行く

うえからも好ましいことである。

－１－ 



第１章案内体系

（３）道路付属物

歩行者のための案内標識は歩行者が安全で快適に、楽しく歩くために

必要な道路付属物である。そこで整備にあたっては「道路標識、区画線

及び道路表示に関する命令（標識令）」に定めのある著名地点（１１４－

Ｂ）を用いるものとする。

この標識は、従来まちまちに行われていた歩行者のための案内標識に

ついて、一定の方向を示すために昭和６１年１０月の「標識令」の改正で、

主に著名な施設の方向・距離を示すことにより、歩行者のための案内を

補完することを目的に新しく「標識令」に加えられた。（図－１）

図１（114-B）著名地点

２．案内システムとしての整備

（１）案内システム

Ａ・別体系のシステム

歩行者のための標識の整備にあたっては、歩行者の行動特性を考える

必要がある。歩行者は自動車を運転する場合と違って、行動範囲が狭い、

立ち止まって判断できる、誰でも歩くなどの特徴があり、自動車の利用

者を対象とした案内標識とは体系（システム）が重なりあいながらも別

－２－ 



第１章案内体系

の体系を考えていく必要がある。

横軸に案内する目的地までの距離をとり、縦軸に表示する地名の具体性

を表すと歩行者のための案内標識はより具体的で近い目標地を表してい

ることがわかる。

広
い

地
名
の
具
体
性

自動車のための

案内

歩行者案内

狭
い

近い 遠い

案内する目的地までの距離

図－２

Ｂ・歩行者の行動に見合った整備

歩くということは人間本来の固有の移動手段であり、子供から高齢者、

健康な人、体の不自由な人、日本語のわかる人わからない人などが歩行

者となりうる。

そこで、おもに歩行者を対象とした案内標識を整備する場合はこれら

人々の行動の特徴を十分配慮したうえで整備計画をたてていくことが求

められている。

－３－ 
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主な特徴を整理すると表一１のようになる。

表.１歩行の行動の特徴と表示方法

（２）基本的な３つの案内

歩行者は、（１）現在自分がどこにいて（現在地の確認）、（２）どちらへ

向えば良いのか（方面方向の確認）、そして（３）目的地に着いたかどうか

（目標地の案内）の確認ができることが必要である。そこで、このことを確

認することができる標識があると、歩行者は安心して行動することができ

る。このために、この３つのことが確認できる標識の整備が必要である。

Ａ・現在地の確認

現在、自分がどこにいるのかを確認し、次の行動の起点となる。

主要地点標識や、住居表示案内板、場合によっては電柱等の巻き付

け広告の地点名表示、商店名、ビルディング名なども利用し、現在

地の確認を行っている。

Ｂ、方面方向の確認

著名地点の方向とそこまでの距離を表示する。

街路の名称標識、著名地点標識の他、住居表示街区案内板などを利

－４－ 

歩行の特徴 説明 表示方法

行動範囲が狭い 半径1Kｍ以内の案内 経路案内、地点案内

立ち止まって判断できる
ある程度複雑な表示ができる
地図をよむことができる

地図による案内

道路の端を歩く 設置位置、大きさ、建築限界 邪魔にならない標識

最終の交通手段である 具体的な施設の案内が欲しい 個々の施設名の表示

誰でも歩く 分かりやすさ、不変性、国際性

照明装置を持たない 夜間の視認性 照明装置
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用し、方面方向の案内として利用している。

Ｃ、目的地の案内

目的地に着いたことを表す。

著名地点標識、主要地点標識の他、商店の袖看板などを利用し現在

地の確認、目的地に着いたことの確認をおこなっている。

このように、歩行者は信号の下の主要地点標識、駅名、建物名あるい

は電柱に書かれている地先名で、現在地の確認をおこなっている。また、

道路の名称標識や住居表示街区案内板や建物で見当をつけ、方面方向の

確認をしている。そこで、現存の案内標識等を利用し、歩行者の案内標

識を新たに整備し、補完することにより、歩行者の案内体系を充足する

ことが重要である。

（３）ローマ字の併肥

外国から来た人は、自動車、電車を利用したとしても基本的な交通手段

は歩くことであろう。このため案内にローマ字が併記されていればさらに

歩き易くなる。また、日本人としても、読みにくい固有名詞、施設名、地

名がローマ字で書いてあれば、大いに助かるところである。そこで歩行者

のための案内標識には、案内する施設名などを日本語に加えてローマ字（英

語）でも案内表示するものとなっている。

著名施設などをローマ字で併記する場合の原則について次にのべる。

「道路標識設置基準・同解説」によると、案内標識の固有名詞のローマ字

のつづりはいわゆろへボン式によることとしている。ローマ字の綴りかた

については、昭和２９年内閣告示１号によりいわゆる訓令式を用いることに

なっているが、国際的関係その他従来の慣例をにわかに改めがたい事情に

ある場合にかぎり第２表に揚げたつづり方によってもさしつかえない。こ

－５－ 
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のため道路標識は第２表によるつづり（いわゆるヘポン式）を用いてあら

わすことにした。

ローマ字のつづり方

－６－ 

ヘポン式

ａｌｕｅｏ 

kａ ｋｉｋｕｋｅｋｏ 
Ｃ 

ｓａｓ１ｓｕｓｅｓｏ 

ｔａｃｈｉｔｓｕｔｅｔｏ 
● 

ｎａｎｌｎｕｎｅｎｏ 

ｈｉ ｈａｈｕｈｅｈｏ 

ｍａｍｌｍｕｍｅｍｏ 

ｙａｙｕｙｏ 
● 

rａｎrｕｒｅｒｏ 

ｗａ－－ 

、

ｇａｇｌｇｕｇｅｇｏ 
●Ｃ 

ｚａJ１ｚｕｚｅｚｏ 

●Ｏ 

ｄａｊｌｚｕｄｅｄｏ 

ｂａｂｉｂｕｂｅｂｏ 
● 

pａｐＩｐｕｐｅｐｏ 

ｋｙｕ ｋｙａｋｙｏ 

ｓｈａｓｈｉｓｈｏ 

ｃｈａｃｈｕｃｈｏ 

ｎｙａｎｙｕｎｙｏ 

ｈｙｕ ｈｙａｈｙｏ 

ｍｙａｍｙｕｍｙｏ 

rｙａ ｒｙｕｒｙｏ 

ｇｙａｇｙｕｇｙｏ 
●●● 

JａＪｕ」ｏ

ｊａＪｕｊｏ 

ｂｙｕ ｂｙａｂｙｏ 

ｐｙａｐｙｕｐｙｏ 

日本式

ａｌｕｅｏ 

ｋａｋｉｋｕｋｅｋｏ 

ｓａｓ１ｓｕｓｅｓｏ 

ｔａｔｉｔｕｔｅｔｏ 

ｎａｎｌｎｕｎｅｎｏ 

ｈａｈｉｈｕｈｅｈｏ 

ｍａｍ１ｍｕｍｅｍｏ 

ｙａ（i）ｙｕ（e）ｙｏ 

ｒａｒ１ｒｕｒｅｒｏ 

wａｗｉ（u）ｗｅｗｏ 

、

ｇａｇｌｇｕｇｅｇｏ 
● 

ｚａｚｌｚｕｚｅｚｏ 

ｄａｄｉｄｕｄｅｄｏ 

ｂａｂｉｂｕｂｅｂｏ 

ｐａｐｌｐｕｐｅｐｏ 

ｋｙｕ ｋｙａｋｙｏ 

ｓｙａｓｙｕｓｙｏ 

ｔｙａｔｙｕｔｙｏ 

ｎｙａｎｙｕｎｙｏ 

ｈｙａｈｙｕｈｙｏ 

ｍｙａｍｙｕｍｙｏ 

ｒｙａｒｙｕｒｙｏ 

ｇｙａｇｙｕｇｙｏ 

ｚｙａｚｙｕｚｙｏ 

ｄｙｕ dｙａｂｙｏ 

ｂｙｕ ｂｙａｂｙｏ 

ｐｙａｐｙｕｐｙｏ 

kｗａ 

ｇｗａ 

備考

前掲「そえがき」とヘポン式

の異なる点は次のとうりで

ある｡ 

つまる音は､次に来る最初の

子音を重ねてあらわすが､た

だし次にchがつづく場には

cを重ねずにtを用いる。

matchi 

itchi 

danketsu 
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設置基準によると、普通名詞は原則として英語で表記し、固有名詞をロー

マ字で表記することとしている。

そこで施設名称のうち、どこまでが固有名詞でどこまでが普通名詞力､が

議論になるところであるが、基本的にはつぎのように考えるとよい。

①公園等の名称のうち、慣用上固有名詞の一部として切り離せないもの

については、次の通りとする。

後楽園ＫｏｒａｋｕｅｎＰａｒｋ

浅草寺ＳｅｎｓｏｊｉＴｅｍｐｌｅ

②１１１，山、湖等の名称の～川、山、湖等の部分は、固有名詞として切り

離せないものであるので、次の例による。

木曽川ＫｉｓｏｇａｗａＲｉｖ、

立山Ｍｔ､Ｔａｔｅｙａｍａ

③表記法もしくは名称が定着しているものについては、これに従う

富士山ＭｔＦｕｊｉ

なお、個々の表記の例については、第４章３ローマ字表記の例を参照の

こと。

（４）ピクトグラフ（シンボルマーク）

ピクトグラフあるいはシンボルマークは著名施設のイメージを視覚に訴

えて説明しようとするためのものである。著名施設を文字で表記し、併せ

てピクトグラフあるいはシンボルマークを併記することは外国人にも理解

しやすい視覚言語として、情報のサービスの向上につながる。

ピクトグラフ（Ｐｉｃｔｏｇｒａｐｈ）とは絵文字のことである。一目でわかる

単純化した図形をもちいて、施設の内容を表したり、行動を表現したりす

るものである。電話、レストラン、トイレの案内などを高速道路のサービ

－７－ 
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スエリアの案内や、駅・デパートなどでみかけるようになった。

また、シンボルマークとは、組織、施設、自治体を、象徴する紋章、記

号で表すマークで、ある程度予備知識が必要である。

いずれにしても、分かりにくい図柄の絵文字を使用するとかえって混

乱を招き、逆効果になる恐れがあるので注意が必要である。

個々の表記例についてわ参考資料３のピクトグラフ、シンボルマークを

参考にされたい。

（５）整備計画

歩行者個々の目的

地のすべてを道路標識

によって案内すること

はできない。また案内

すれば表示が雑多にな

り、かえってわかりに

くくなる恐れがある。

パスの経路案内は一

つの停留所に来る路線

パスのこれから通る経

路をすべて表すことに座に『てリマ、Ｌろて,‐＝Ｕ￣
図－３新宿駅都バス系統図

より、自分が乗るべきパスの選択を行いやすくしている。（図－３）

これと同様の考えかたにたって、この道路で行くことができる方面方向

を可能な限り表示する方法も考えられる。これらの例は観光地の案内に見受

けられるが､目的の施設が見つかればよいが無い場合はかえってわかりにく〈

－８－ 
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している場合もある。(写真－１）

そこで、歩行者のための案内標識

の整備にあたっては、著名な施設を

すべて案内するのではなく、次の三

つの案内方法に分類して必要最小限

の標識を整備していくこととする。

○駅前、交差点に於ろ方面方向の

案内

○沿道にある著名施設の案内

○経路案内

Ａ、駅前、交差点に於ろ方面方向

の案内

駅前、交差点に於ろ方面方向の案内とは、道路案内標識が路線上の

目標地を案内している方面方向標識（１０８系）の表記と同様に、その

道路の路線上にあるランドマーク（目印）となる施設を表示案内する。

この方法による標識の整備は駅周辺や交差点に集まる歩行者にたい

して、行き先の目標となる方位方角を明らかにし、歩行者が歩き始め

る方向の見当をつけやすくするものである。

ランドマークとはその区域において大きくて目立ち、特徴があり、目

につきやすい目標地（街区の角地にある建物など）のことである。知

名度があり、人が多く集まるような公共的な施設を目標とすることが

知当であると思われる。従って都市部のように、デパート、銀行、高

層ビルなど大きな建物が林立しているような地域では目印となるよう

な目標物を特定しにくい。このため、より公共性が高い施設を選択す

るとか、一定の基準に合った街区の角にある建物を案内標示するなど

－９－ 
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ルールを作ることが大切である。

一方、地方部のようにそれほど目立つような家屋がないような地域

では、その路線で特徴となる橋、神社仏閣など著名な建造物から選ぶ

とよい。

著名な建造物の設置対象例（設置基準第３章道路標識の設置対象例・

表３－２－９に噸拠）

１）交通施設＝駅、パスターミナル、市場、流通センター､港湾､空港

２）文化施設＝公園、遊園地、勤物園、植物園、庭園、霊園、墓地、博

物館、美術館、絵画館、図寳館、資料館、公会堂、文化会館、劇場

３）名所旧跡＝神社、仏閣、寺院、史跡(城跡、墓、貝塚、碑、古戦場）

４）観光地＝展望台、タワー、洞くつ、沼、湖、滝、谷、名木、河川、

橋、峠、ダム、

５）公共的施設＝大使館、県庁、市役所、出張所、病院、学校、警察

署、消防署、郵便局、ユースホステル

６）体育施設＝体育館、運動褐、野球場

事 例１

駅前交差点

－１０－ 
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Ｂ、沿道にある著名施設の案内

沿道にある著名施設の案内とは道路案内標識の著名地点（１１４－Ａ）

と同様に沿道にある著名な施設または分岐している路線上にある著名

な施設の入り口において著名な施設を案内する方法である。

この方法による整備の目的は道路を歩いている人に著名施設を案内

するとともに、著名施設をめざしてきたひとに目的地についたこと

を案内するものである。

事 例２

沿道案内

Ｃ・経路案内

経路案内は駅などの特定の場所から著名施設までの道順を決め、そ

れにそって案内標識を設置していく。

この方法は標識の順を追っていくことにより目的地まで案内するも

ので、自分が目指す目標地が案内されていれば、大変わかりやすいも

のである。

－１１－ 
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、
■刀

＝爾志＝面一■戸---＝冨彌…

事例３

経路案内

３．設置計画

（１）設置計画

従来より設置されている①著名地点、主要地点標識②道路の通称名

（１１９）③駅構内、地下道などにおける出口案内④住居表示街区案内

板⑤パス停留所⑥電柱広告の下の地番地先案内などはそれぞれ歩行

者の案内に役立ってきた。

歩行者が間違いなく目的地にいくために更にこれらの案内に加えて案

内システムを確立していくことが望まれている。従来より設置されてい

るそれぞれの案内の特徴を整理すると次のとうりとなる。

－１２－ 
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Ａ・主要地点標識

主要地点標識は交通

量が多い交差点や主要

幹線道路などの分岐と

なる。

交差点等が対象とな

っている。この為、主

要な交差点にだけに表

示されている場合が多

い。（写真－５）

Ｂ・道路通称名標識（写

真－６）

Ｃ・駅構内、地下道な

どに於る出口案内駅構

内、地下道などに於ろ

出口案内は出口までの

案内は非常に分かりや

すいが一旦外に出ると

途切れてしまう。

(写真－７）

Ｄ・住居表示案内

住居表示板の設置は

｢住居表示に関する法律」

で設置が義務づけられ

ている。

／ニープ
写真－５主要地点標識

’ 

瓢
鶴熟.鍔.Ｉ

Ｉ況聴
一男－

F…癖騒特

iP霊…主

青山通D
Aoyamadori PT」

－－L‐、

鱸
ﾊロ

〆

い･･Lヤ･彦勺:鞠::▼.

ケーウヘー

■■－－冗午ご■－－▲－

鶴蕊 ■ｈ 

蕊ZｉＸ
写真－６道路通称名標識

写真－７出口案内

－１３－ 
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第八条①市町村は、第３条第３項の告示に係る区域の見やす

い場所に、当該区域内の町若しくは字の名称及び街区符号ま

たは道路の名称を記載した表示板を設けなければならない。

住居表示の原則は１．街区方式２．道路方式のいずれかの方

法によるものとする。（第２条）

街区方式とは、市町村内の町又は字の名称並びに当該町又は字の区域

を道路、若しくは軌道の線路その他の恒久的な施設または河川、水路等

によって区画した場合におけるその区画された地域（以下街区という）に

つけられる符号及び当該街区内にある建物その他の工作物につけられる

住居表示のための番号を用いて表示する方法をいう。

われわれが、街区方式による住居表示板を頼りに目的地にたどり着く場合の

いくつかの問題点として、次に述べるような事が考えられる。

①長所

道路や河川に囲まれた地域なので、地図で目的の番地を探すのが大

変楽である。

②短所

ａ）目的地の番地が分からないと目的地の見当がつけられない

ｂ）現地で道に迷ったとき隣接する番地と探している番地との関係が

分かりにくい。

ｃ）地図がないと全体のことが分かりにくい

霊地匿住居表示街区案内圏…(写真－８）

雲

霧
鰯!！;.■.ｊ

溌蕊蕊ｉｉｉ

Ｉｉ:鍵蓬

一一戸二

－１４－ 
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道路方式による住居表示

道路方式とは、市町村内の道路の名称及び当該道路に接し、又は当該道路に

通ずる道路を有する建物その他の工作物につけられる住居番号を用いて表示

する方法である。

この方法による住居表示がおこなわれている地域では、都市内の方面方向の

案内の方法として道路通称名を併記した１０８系の案内標識と一致して、利用

者には目的地に着くのに分かりやすいかもしれない。

Ｅ・パス停留所

施設名、地先名が表示されているため、現在地の確認の参考になる。（写

真一９）
《!§i●，

電捕

Ｆ・電柱広告

住居表示案内を補完している。（写真－１０）

－１５－ 
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9.その他

その他の案内板（写真１１～１６）

１ 

朋
呂
野
■
胆
■
邸
■
璽

ｎ
Ｍ
 

割
欝
鬮
鬮
謂
』
５
呂
四
剛
■
■
一

住居表示板

観光案内

1６ 
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－９－＿ 
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子
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以上はそれぞれ独立して機能はしているが、お互いに関連し、補いあ

っているとは言がたい。そこでこれらを補い、分かりやすい歩行者の為

の案内システムとするために①連続性②関連性に留意して歩行者の為の

案内標識を整備するとよい。

－１８－ 
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図４に外国人が駅ターミナル空港、波止場から観光をし、帰路に着く

までの案内体系を「外国人旅行客用モデル表示案内板等マニュアル（昭

和６２年（１９８７年）２月発行ＪＮＴＯ協力会）」より引用する。これによ

っても、案内は一つ一つが独立して存在するのではなく、お互いに関連

する必要が求められていることがわかる。

ﾗ害の動き
対応

施股内案内肌･ﾀｰﾐﾅﾙ･璽港･笈止掴到週

駅等周辺案内板

観光案内所
一

密察署．交番
市画・バス・私鉄・

タクシー等のりもの

案内

出□ 』》》》

乗乗車
文化施股

宿泊施股

飲食施股

団物施股

銀行

病院

晒垢局

県庁・市庁等

公園・広場

公衆トイレ

消防署

笹察署

入国管理局

税関

観光案内所

函賭ボックス

観光地

観光施股

レジャー施股

民間主要ビル

教会

在日外国公館等

車 中

下 車

観光見学

観光地・観光施触邇

示・案内板

観光対象物脱明

次の観光対象物への

醗導表示

》０１４

交通6989への勝導衷示

料金体系表・遷纏囮
帰路

駅・空港・波止場・
ターミナル等への行

先・乗り堀案内

駅･ターミナル空港･霞Ｕｔ掴到1M 施股内案内

－１９－ 
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（２）整備計画の例

東京都建設局が東京駅から東京国際郵便局、贈気通信科学館を一つの

目標施設として案内するために歩行者案内標識を整備したときの例を次

に示す。

Ａ・地域の特徴

東京の表玄関である東京駅を中心に丸の内側には、官庁、金融機関な

どの本社が機能集中している。この地域は、同じような建物が碁盤の目

の街区のなかに建っており、歩行者からみると、この道路だった力､、も

う－本向こうの道路かで迷いやすい地区でもある。（図－５）

RjJ 居

－２０－ 
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Ｂ・以前からあった案内標識看板類

電気通信科学館にいくために、手元に曲がる角の交差点名や建物の名

称の載っているていねいに書かれた案内地図を持っていれば、地図を有

効に利用するための案内標識看板類はまちかどにたくさんある。そこで、

さらに道路上にこれらの案内標識を結びつける案内があれば、科学館を

訪れる場合の利便性が高まるものである。

①東京駅の構内（写真１７）

座脇；し上
目観邑團・「．,
ロ園ロー庁令ｈ’

鐺騨鑿駿。
癌

駅構内には、写真のような東京駅周辺案内図が設置されている。大

体の方向はつかめるが、交差点名が入っていないため、現地でどのルー

トを通っているのか確認がむつかしい

－２１－ 
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②主要地点（１１４－２Ａ）「丸の内一丁目」

ⅢＷ 
回

甲

③ 通称名「永代通り」

鞍

現在地を確認するのは都合がよい。正確な地図をもっていると役に立つ情報

である。

－２２－ 
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④その他の案内

パス停留所（丸の内一丁目）も現在地の確認に役に立つことがある。

当該施設が設置した表札⑤ 

遠電気通信科学館のまえには大きく名前を書いた柱が立っている。

くからでも大変見つけやすい。これに比べると東京国際郵便局は、遠

くからは見つけにくい。

－２３－ 
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Ｃ、必要な標識

既設の案内標識、看板類をこのように連続的に見てみると、郵便局、科

学館といった地域性のつよい施設には、たどり着けない。

この原因は、歩行者のための案内システムが出来上がっていないこと

による。連続性、関連性の観点から道路上に標識を整備することにした。

Ｄ・整備計画

道案内の基本的な三つの考えかた、すなわち①いまどこにいるか、②

どっちに向えばいいか、③目的地についたかを確認する目的で、不足し

ている標識の検討を行った。この結果、東京駅前に「東京国際郵便局」「電

気通信科学館」を設置することにした。

－２４－ 
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第２章デザイン

歩行者のための案内標識は、歩行者を目的地に案内するものであり、歩行

者がみじかに見るものでもあるため、標識そのものが、いわばまちの顔とな

る。初めておとずれるまちで見かける歩行者のための案内標識がまちの印象

を左右するといっても過言でない。

そこで、標識の整備にあたっては標識本来の機能である安全性、分かりや

すさに加えて、美しさ、親しみなどを考慮のうえ、街路の景観を形成するス

トリートファニチャーとなるようなデザインを考慮することが必要である。

ここでは、標識令に基づく歩行者のための案内標識（１１４－Ｂ）について、

製作する上での留意点について述べることとする。

１．標識板

（１）表示内容

歩行者が、表示案内を見ることによって、自分の目的地の方向と距離

を知るためには次の項目を表示すると良い。

①著名施設名（ローマ字併記）

②著名施設の方向

③著名施設までの距離

④シンボルマーク

－２５－ 
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（２）標識板の形状

歩行者のための案内標識板はそれ自体で立派な施設のひとつであるが

街路の中で引き立つようなトータルデザインとして考える必要がある。標

識令に掲げてある著名地点１１４－Ｂは、他の案内標識と異り、力､どがと

れた丸みを帯びた形をしており、歩行者に親しみと柔らかな印象を与え

るように工夫がされている。

（３）レイアウト

案内する著名施設名は標識板の中央に表示し、著名施設の方向、距離

は案内する施設側に、シンボルマーク等はその反対側に標示するよう考

慮して、レイアウトするとよい。

また、レイアウトは複数の標識板を併設することが多いため、全体の

調和を保ち歩行者の目に違和感を与えないようバランスを考える。

（４）書体（タイプフェイス）

文字は、標識板の中でもっとも大切な要素である。わかりやすく親し

みのある書体を選ぶことにより標識に対する印象がかなり異るものであ

る。一般に標識の文字は、このためにわざわざデザインすることは少な

く、デザイナーがすでに作った既存の文字を選んで使うことになる。標

識の文字は印刷物等で広く使われている写真植字（写植）の技術を使う。

写植とは活字の代りに、文章の書いてあるフィルムを必要に応じて取り

出し、レンズを通して、拡大あるいは、傾斜、変形をおこなうものであ

る。

歩行者のための案内標識の文字は、一般に漢字及び仮名は写植文字の

－２８－ 
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ナールＤＢを使用し、ローマ字及び数字はへルベチカデミポールドが使

用されている。ナール系の文字は丸ゴシック文字の系列に属し、一般道

における１０８系の方面方向の道路案内標識に用いられている。歩行者の

ための案内標識の文字は白地に青文字を書き、遠くからみると細く見え

ることから、ＤＢを用いることとする。

文字の形態（縦横）は、通常は縦と横の比が１対１である正体（せい

たい）文字を用いるが著名施設名が長く文字数が多く標識板に収らない

場合など、止むを得ない場合にかぎっては縦の長さに比べて横の幅を狭

くした変形文字を用いるものとする。変形文字は長体（ちようたい）１番

（＝文字の横幅が文字高の９０％の文字）、長体２番（＝文字の横幅が文

字高の８０％の文字）のいずれかとする。

文字高とは、文字そのものの大きさをいうのではなく文字が作りだす

空間を含めた大きさ（レターフェィス）をいう。

図－６書体

苑海外街環

丸橋言山三
ナール，．Ｂ体

－２９－ 
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長体１番（９０％）

長体２番（８０％）

－３０－ 
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ローマ字（ヘルベチカ・デミポールド）

長体１番（大文字）

ABCDEFGHIJK 
LMNOPQRSTU 
VWXYZ 

ABCDEFGHIJKL 
MNOPQRSTUV 
WXYZ 
長体１番（小文字）

abcdeでghijkIm
nopqrstuvwxyz 
長体２番（小文字）

abcdeでghijkImno
pqrstuvwxyz 

－３１－ 
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文字の中心と文字の中心間隔（カウンター）は、漢字、平仮名片仮名

の場合は文字の横幅がさほど違わないため、一定としてもおかしくない

が、アルファベットでは文字により文字幅が極端に異なる。例えばアル

ファベットのｉは狭く、ｗは広い。このため、文字の中心間隔を一定にす

ると、文字によって文字の間が変化し見苦しくなる。そこで文字間隔を

変える必要があるが、この間隔（カウンター）いちいち考える必要はな

く、写植文字印刷の際の欧文ベタ打ちを標準と指定するものである。

（５）ローマ字（アルファベット）

固有名詞は頭文字の一文字だけ大文字とし、あとに続くつづりは小文

字で表記する。英語で表記した普通名詞についても同様に頭文字のみ大

文字とし、あとに続くつづりは小文字とする。

ＴｏｋｙｏＨｉｂｉｙａＰａｒｋ 

文字高とは、文字そのものの大きさをいうのではなく文字が作り出す

空間を含めた大きさ（レターフェィス）をいう。

文字高は、固有名詞の頭文字の大文字の文字高は、日本文字の２分の

１とする。日本文字が２０ｃｍの場合は１０ｃｍとなる。小文字及び固有名

詞に続く英語の部分の大文字にあってはその４分の３とする。

小文字

７cｍ 

－３２－ 

文字 日本文字 アルファベット文字 小文字

文字高 20cｍ 10cｍ 7cｍ 
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（６）色彩

標識の色彩は素地を白色とし、著名施設名及び距離を表す文字は青色

で標示する。方向を表す矢印も青色とする。

シンボルマーク（あるいはピクトグラフ）の部分は、青字に白ぬきで

標示することを原則とする。特に必要な場合には、他の色を使用しても

やむを得ないが、全体の統一感を考えて、多くの色の使用は好ましくな

い｡

標識板の外装部分の色彩は、白色、灰色あるいは茶系色塗装するなど

して、まちの景観との調和をはかるようにするとよい。

（７）シンボルマーク

シンボルマーク（ピクトグラフ）の使用にあたっては、オリジナルの

もの、あるいは既に一般に公開されているものについては特に問題ない

が、登録商標、意匠登録等、著作権にかかわると思われるものについて

は、使用にあたっては、良く検討する必要がある。（参考資料２.商標著

作権についてを参照）

２．支柱

支柱の役割は、標示板を支えるとともに、板と一体になって案内標識をつ

くるものである。標準的には、二本設置によるが、場合によっては１本、あ

るいは２本の柱をＶ字型に組み合わせるとよい。

塗装色は、白または灰色を原則とするが、誘目性の必要がなく、周辺との

釣り合いから他の色彩を使用する必要がある場合は明度、彩度の低い色彩を

用いるとよい。

－３３－ 
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３．設置形式

標識支柱に複数の標識板を取り付ける場合には、見た目に美しく、しかも

歩行者の解りやすく、標識板の標示内容に合わせて整理して取り付けるよう

心がけなければならない。

標識支柱に標識板を取り付けるにあたっては、①柱と板の各々の中心を合

わせて（センター合わせ）設置する。②標識板の中心を少しずらして、著名

施設の方向を示す矢印をそろえるなどして、取り付け方法に変化を持たせる

などの方法があり、美しくわかりやすい標識となるよう、またまちの景観に

あった設置方法を検討するとよい。

ここで、標識板を取り付ける際の標箪的な整理方法を定め、設置形式を統

一する方法を次にしめす。

①標示矢印の方向別にグループ分けする。

②右矢印グループを上部に、左矢印を下部に設置する。

③各グループで距離の遠いものを上位置とし、矢印をそろえて設置する。

－３４－ 
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第３章構造

歩行者のための案内標識板（１１４－Ｂ）は他の案内標識と異なり、歩行者

に対して親しみとやわらかさを与えられるよう、丸みを帯びた形状になって

いる。標識板の大きさ、支柱、取り付け方法の構造について述べる。

１．構造

（１）標識板の大きさ

案内する著名施設名等の文字数は、それぞれの施設により異る。この

まま標示すると様々な大きさの標識が出来る。「道路標識設置基準・同解

説」によると、標識板の基箪寸法の大きさは文字数を変数ｎとした関数

になっている（横幅－１．２×、＋５．２文字高１０ｃｍの場合）。このため、

表示する文字数により、様々な標示板の大きさが必要となり、標識を何

枚か並べたとき、標識全体のバランスをとることがむずかしい。

ここでは、著名施設名の文字数により標識板の大きさ（長さ）をつぎ

の２種類とすることを提案する。

６～８ 

－３５－ 

文字数 大きさ 種別

3～５ 260×1,150 Ｓ型

6～８ 260×1,500 Ｌ型
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（２）両面表示

歩行者のための案内標識の文字高１０ｃｍは、歩道側からみえるととも

に、道路の反対側にある標識を判断できる大きさである。このため、歩

道に設置するような場合は、標識のたっている場所から見え、なおかつ

反対側の歩道からも見えるように両面表示とするとよい。

両面表示を行うためには、片面表示板を背中合わせに取り付ける方法

が従来から行われてきた。このような方法は、機能的には満たしている

が、取付金具等がむきだしになり、ストリートファニチャーとしてのあ

たたかさや、柔らかさ、美しさにたいする、配慮に欠ける点があること

もいなめない。歩行者のための案内標識は歩行者が身近かにみるだけに、

製作にあたってこのような点に対しても十分な配慮が必要である。

両面表示の標識を製作するにあたって、従来の取り付け金具で－つの

柱に両側からそれぞれ取り付けると、２枚の表示板の間が開いてしまう。

このため、両面式の表示板は、従来のものを２枚合わせるという考え方

でなく別に設計したほうがよい。

取り付け方法には従来の方法も含めて、次の方法が考えられる。

①従来の取り付け金具による方法（両面バンド）……従来型

②箱をつくって、両面に標示板を組み込み、柱をこれに貫通して直接

取り付ける。……ボックス型

③一枚の板の両面に標示板をはり直接ボルト等で取り付ける。

……一枚型

④別に取り付け金具を設計する。……特別取り付け金具型

－３６－ 
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（３）支柱

支柱は、標識板を壁等の工作物に固定する場合をのぞいて、空中の適

当な位置に固定するためのものであり、その構造はしっかりしたもので

なければならない。

支柱は、１本の柱を用いた単柱式及び逆Ｌ式、柱を２本以上用いた複

柱式があり、これは柱を２本平行にたてる複柱式と根元を－箇所にまと

めたＶ字型にわけることができる。

①単柱式

櫛造が簡単で、場所も取らないため、路側にたてる標識の基本形で

ある。また、部品の数も少なく取り付け方法が簡単であるが、一本の

柱で支える標示板の面澗が大きくなると、細い柱では支え切らずに太

くなるとともに、柱に比べて頭が重たい感じとなるため、標識の枚数

の少ない小型の場合に適する。

曇
－３７－ 
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②逆Ｌ型

大型の案内標識にみられるように、頭の上に張り出す場合に都合が

よい設置方法である。頭の上に標示板がくるために目に着きやすくま

た、道路に直角方向にある著名施設の案内標示がしやすい。しかし、歩

道が狭いところや沿道の商店の袖看板が多いところなどかえって雑多

な感じになる恐れがある。また、標示も一枚が基本となる。

なお、歩道が無いような所に設置する場合は、両面標示板を設置する

必要が無いが、歩行者案内システムをたまたま歩道の無いところにも設

置する必要があったと考え、他の両面標示板と同じデザインにするとよ

い。

□ ｎｈｈF|□◆ 。

宅

書､；

’
１
 

ａＩ＝ｎｒＪ 

－３８－ 
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複柱式③ 

見た目にも、物理的にも安定性は非常に高い。このため複数の標識

箇所に設置できる。柱の径は単柱式より細くなるが、柱２本分板を

スがたくさん必要となる。の基礎がいるため足まわりのスペ

④Ｖ字型

つの形状である。すなわち、複柱複柱式の欠点を改良する方法の

による安定性を求めながら、足もとで 箇所でまとめたため、足まわ

箇所ですむという利点がある。りが整理でき基礎工事が

ｍＴＴ－ｒ「ｎ丁－

□
｜
｜
□
 F「｢｢｢｢ｎ－ｎ－

二二藝豈 □ ÷「、可~、~向う

＝Ｑ－ｇｇ□ ■■■■■■■■ 

■■■■■■■■ 

＄ 
３９ 
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２．材料

標識は標示板、支柱及び取り付け金具の各部分からなりたっており、つぎ

の規定に適合する材料を使用することが望ましい。

（１）標示板

標示板は基板、補強金具、並びに標示シートで糖成されている。

Ａ、基板は耐久性にすぐれ軽量であるアルミニウム合金板（ＪＩＳ

Ｈ４０００，Ａ５０２５Ｐ）を用いる。

Ｂ、補強金具とは、用板が風荷重や振動で変形するのを防ぎ、一定

の大きさの形状を作るために補強材として、基板の大きさ、厚

さに応じて基板の裏面または縁等に補強の為に取りつける金具

である。一般的には図に示すようなアルミニウムスライドチャ

ンネル（ＪＩＳＨ４１００，Ａ６０６３ｓ.Ｔo）に規定されているものが

適当である。

Ｃ・標示シートは、一般的には視認性並びに耐久性を考慮し高輝度

反射シートを使用する。

歩行者は自動車のように光源を持たないため、近くに適当な光

源があれば必ずしも反射シートである必要はない。しかし、街路

灯、商店の明かり等の背景からのわずかな光で良く見え、耐久性

があり、維持管理が容易な高輝度反射シート（カプセルレンズ型

六角柱）を用いるのが一般的である。

標示板の製作上の注意点を次にのべる。

①反射シートは容易に切断することができ、曲面や凹凸にな

じむよう、柔軟性を有するもので無ければならない。また、

－４０－ 
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透明および不透明のインクを使用して、印刷できるもので

なければならない。

②標示板の表面を完全に脱脂洗浄し、乾燥したのち、反射シー

トを貼り付けるものとする。

③反射シートの貼り付けは、真空式加熱圧着機を使用し、反

射シートのひずみ、しわ、ふくれなどがないものとする。

④素地の反射シートを上記方法で貼り付けた後、文字、記号

などを反射シートに貼り重ねるか、適当なインクにより、

シルクスクリーン印刷するものとする。

⑤反射シートを２枚以上接続して貼り付ける場合は、昼夜間

ともに同じ色調、輝度を有する反射シートを使用するもの

とする。この場合、接合部は、５ｍｍ以上重ね合わ

せて貼り付けるものとする。

⑥反射シートに印刷する場合は、反射シートに製造会社の指

定するクリアスプレーまたは、ロールコーティング法によ

って被覆するものとする。

⑦高輝度反射シートの反射性能の基準は「道路標識設置基準・

同解説」に掲げてあるのでここではその値を示す。

反射輝度 (単位：キャンドル／ルックス／平方メートル）

観測角

－４１－ 

観測角 入射角 白 黄 赤 緑 青

1２ 
５ 

3０ 

ｏ 

Ｏ 

2５０ 

１５０ 

1７０ 

１００ ５５ ４２ ５５ ４２ 
2０ 

１１ 

2０ 
Ｐ ５． 

３０。

1８０ 

１００ 

1２２ 

6７ ５４ ２１ １２ ２１ ４８ 
１ 

２ 
。 ５゜

30゜

５ 

2.5 

３ 

1.8 

0.8 

0.4 

0.6 

0.3 

0.3 

0.1 



第３章構造

（２）支柱

支柱の材料は防錆鋼管が一般的であるが、錆びにくいアルミニウム管

を使う例も増えてきている。

Ａ・鋼管

強度があり、加工性のよい一般構造用炭素鋼鋼管（JIS３４４４）

を十分防錆処理して使用する。

Ｂ・アルミニウム管

耐食性があり、形成加工も比較的容易で軽量なため施工もし

やすい。小形標識に適している。

ｃ，取り付け金具

標示板と支柱を固定するための金具であり、基板の補強金

具の形状と支柱の形状によって様々な形態が考えられている。

一般的にはＭ座金具があるが、外観を考慮してボックス型の

Ｕボルトが望ましい。

（３）防錆処理

鋼管柱並びに取り付け金具は十分な防錆処理を行う必要がある。

Ａ、鋼管に溶融亜鉛めっき（付着蟄１５０９／㎡以上）を施し、燐酸

塩処理などを行い、ポリエステル樹脂（膜厚６ＯｌＣＺｍ以上）を

粉体塗装したもの。

Ｂ、鋼管に下地処理を行い、接着剤を塗布して塩化ビニル（膜厚

４００ｊｕｍ以上）を流動浸漬法で被覆したもの。

Ｃ・鋼管に下地処理を行い、低密度ポリエチレン（膜厚１，７００〃

－４２－ 
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ｍ以上）を押出法で被覆したもの。

鋼管に熔融亜鉛めっき（付着翅５５０９／㎡以上ＪＩＳＨ８６４１の

２種ＨＤＺ５５）を施した亜鉛めっき地肌のもの（この場合管

の肉厚は３．２ｍｍ以上が望ましい）

鋼板製の取り付け金具は、熔融亜鉛めっき（付着週３５０９／

，． 

Ｅ、

㎡以上）を施したものとする。

－４３－ 
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３．設計

設計計算は「道路付属物の基礎について」（昭和５０年７月１５日付,建設省

道企発第５２号建設省道路局企画課長通達）によるものを基準とするが「道路

標識設置基翠・同解説」を参考とするとよい。又標識板の大きさ,支柱の形状，

道路の状況が変わった場合は別途計算する必要がある。

その場合の計算方法は穏々あるが、次の条件を基準として計算することが

望ましい。

（１）荷璽

道路標識の設計外力としては、固定荷重と風荷重を考慮する。

Ａ固定荷重

２０ｋｇ／㎡標識板単位面積当り重量

Ｂ風荷重

１ 

PC＝－．Ｖ・ＣＤ
１６ 

Ｐ－有効投影面積当り風荷重（ｋｇ／㎡）

設計風速（路側式・複柱式）４０ｍ／ｓｅｃＶ 

力係数支柱＝０．７

標識板－１．２

Ｃ 

以上から単位面積当り風荷重は次のようになる。

支柱＝７０ｋｇ／㎡

標識板＝１２０ｋｇ／㎡

－４４－ 
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（２）許容応力度

許容応力度は「鋼構造設計基準」（日本建築学会発行）によるが、風荷

重に対しては短期応力と考え、長期許容応力度の１．５倍とする。

又許容地耐力度は長期許容地耐力度（５t／㎡)の２倍の１０t／㎡とする。

（３）基礎

基礎の算定は「道路標識設置基準・同解説」（社団法人日本道路協会発

行）により、基礎の大きさは次のとおりとする。

基礎の算定には次の条件を考慮したものとする。

◎基礎周辺地盤はＮ値１０程度の砂質地盤で、地盤反力係数は深さとと

もに増大するものと考え、三角形分布を採用する。

◎基礎前面地盤の単位体積重量１．７ｔ／㎡とし、受働士圧係数３．５３と

する。

但し、底面地盤のせん断低抗力は無視する。

◎標識の取り付け方法は固定構造とする。

－４５－ 
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４．設計計算例

ボックス型両面板４枚を取り付ける場合を例にとる。

（１）概要図

（２）設計条件

1）固定荷重

標識板

柱

2）風荷重

風速

（実重過１５ｋｇ）Ｗ１～４＝２０ｋｇ／１ＢＯＸ

ＳＴＫ５１－６０．５｡×３．８Ｗ＝５．３１ｋｇ／、

風速Ｖ＝４０ｍ／ｓｅｃ

風力係数板に対しＣｌ＝１．２

パイプに対しＣ２＝0.7

－４６－ 



第３章構造

１ 

P,＝－x12x402＝120kg／㎡
１６ 

風圧力

１ 

Ｐ２＝-0.7×402＝70kg／㎡
１６ 

３）許容応力度

鋼構造設計基準（日本建築学会）に準ずる。

４）許容応力の割増し

長期に対する短期許容応力の割増しは１．５倍とする。

（３）支柱応力の算定

園
の
園

1,241 
145.5 145.5 

1,532 

Ａ＝１．２４１×０．２９２＋（０．１４５５)２×汀＝０．４２９㎡

Ｐ ｌ～４＝０．４２９㎡×１２０ｋｇ／㎡罠５２ｋｇ

×２本＝0.Ｏ６０５ｍｘ７０ｋｍ／㎡罠９ｋｇ／、

１
２
３
４
 

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
 

Ｗ 

￣ 

胚

ペ
ト
＠
．
函
ｌ
 

Ｃ
ｍ
ｃ
・
函

②
⑭
餉
・
園

剣引。割

②
［
ぬ
。
”

Ｃ
Ｃ
ｍ
ｏ
【

支柱地際部の鉛直力

標識板ＷＨ＝２０ｋｇ／１ＢＯＸＷ６＝２０ｋｇｘ４ＢＯＸ＝８０ｋｇ

支柱（’＝３３３１）Ｗb＝５．３１ｋｇ／ｍｘａ３３１ｍｘ２本

－３６ｋｇ 

－４７－ 
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２Ｗ＝１１６ｋｇ 

支柱地際部の水平力

標識板ＰＨ＝５２ｋｇ Ｐａ＝５２ｋｇ×４枚＝２０８ｋｇ

支柱（’＝１８００）Ｐｂ＝９ｋｇ／ｍｘＬ８ｍ＝ｌ６ｋｇ

ＺＰ＝２２４ｋｇ 

支柱地際部の曲げモーメント

Ｍ＝Ｐ,×２．９７２＋Ｐｂ×２．６３０＋Ｐ３×２．２８８＋Ｂ×１．９４６＋Ｐｂｘ 

＝５２×（２．９７２＋２．６３０＋２．２８８＋１．９４６）＋１６× 

＝５２６ｋ９．ｍ 

（４）支柱断面の検定

２－ＳＴＫ－６０．５．×３．８を使用すれば

Ａ＝６．７６９ｃｍ２Ｚｙ＝９．Ｏ３ｃｍ９ｉ＝２．０１ｃｍ 

座屈長は、標識板を４枚取付けた場合の中心から、

ＧＬまでの距離とする。

2ｋ＝２４５．９×２＝４９２ｃｍ 

霜
Ｙ 

う【ｌＩＴＨ

４９２ 

スーーー245→ｆｃ彗159kg／c、
２．０１ 

Ｗ
Ａ
 

２
 

○
 

116kｇ 
壽９kg／c、

2×6.769ｃ㎡

52600k９．ｃｍ Ｍ 

Ｏｂｃ＝－＝ 
２Ｚ 

莞2913kg／c、
2×９．０３ｃ㎡

９kg／c㎡2913kg／c㎡
＋ 

159kg／c㎡3000kg／c㎡
＝1.0≦１ 

－４８－ 
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（５）基礎の算定

「道路標識設置基準・同解説」付表－５，６，

７より

Ｈ＝ＺＰ＝２２４ｋｇ＝０．３２ｔ 

Ｍ＝５２６ｋ９．ｍ＝０．５３ｔ．ｍ 

(１案）０．４ｍ×0.4ｍ×１．６ｍ（１．１２ｍ）

(２案）０．５ｍ×０．５ｍ×１．４ｍ（０．９８ｍ）

(３案）0.6ｍ×0.6ｍ×１．２ｍ（０．８４ｍ）

尚、（）内寸法は、基礎のまわりを舗装してある箇所に設置する場合、

舗装による拘束効果が期待できるので基礎の深さを７０％まで低減して

も良<、その値を記入してある。

－４９－ 
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村 料 表

a．Ｌ型標識板 (292×1532） 

皿
“
：
”
■
■
■
■
■
■
処
“

（239Ｘ1230） ３２６０ 

「
（30ｘ268） 

０１５２ 

5０ 

使用箇所 種別 断W1ifil
法 長さ

(ｍ、）
単位霞攝
(Kg／m2） 

１個分霞
量（Kg）

数風 重量
(Kg） 薄材質雲

ＢＯＸ（外枠） ＡＬ 2,507 1.784 4.472 １ 4.47 

” " 890 1.784 1.588 １ 1.59 

” " t＝２．８ (64ｘ1100） 7.616 0.536 ２ 1.07 ▲ 

継手 ” Ｌ－４７×l９ｘ２ (66×200） 5.440 0.072 ４ 0.29 

内カバー支持材 ” [-64ｘ６５ｘ２ (l92x282） 5.440 0.298 ２ 0.6 

内力パー ﾊﾞｸ t＝１．２ (239×1230） 3.260 0.958 ２ 1.92 

Ｌ型補強材 ” Ｌ－２０ｘ２０ｘ３ 1,230 0.301 0.370 ４ １．４８ 

ボルト座金 ” t＝４ (44×120） 10.880 0.057 ２ 0.11 

小計 9.39 K９ 

標識板 ＡＬ t＝２．０ (260×1500） 5.440 2.043 ２ 4.09 

取付材 〃 FＢ－３０ｘ３ (30×268） 8.160 0.066 ８ 0.53 

〃 ﾊﾞｸﾞ Ｌ－１５ｘ１５ｘ２ 3０ 0.152 0.005 ８ 0.04 

小計 4.66 K９ 

合計 14.10 K９ 

六角ボルト Ｍ５ 4０ ８ 

ポップナット Ｍ５ ８ 

ブラインドリベット ４の 4８ 

ＵＢＯＬＴ Ｍ1０（RB10） 1９４ ２ 轌溺
ツシ



第３章 樹造

材 料 表

ｂＳ型標識仮 (292×1182） 

’ 
０
 

０
０
 

■
 

、
）
４

０
 

０
 

４
ｏ
）
 

■
几

■
 

０
０
 

・・
。
■
・
・
■
■
■
■
■
■
。

８
９
７
２
６
３
０
１
５
 

３
０
０
０
０
１
１
０
７
 

■
ロ
ハ
〈
可
■
■
■
回

１
１
２
４
２
２
４
２
計
小

（66ｘ200） ５４４０ ００７２ 

５１ 

使用箇所 種別
法 長さ

(ｍ、）
単位霞厨
(Kg／､o） 

1個分重
量（Kg）

数量
重量
(Kg） 薄材鑑

ＢＯＸ（外枠） ＡＬ 2,157 1.784 3.848 １ 3.85 

” A' 540 1.784 0.963 １ 0.96 

” ﾊﾞｸﾞ t＝2.8 (64×750） 7.616 0.366 ２ 0.73 ▲ 

継手 A' Ｌ－４７ｘ１９ｘ２ (66×200） 5.440 0.072 ４ 0.29 

内カバー支持材 ” [-64×65×２ (l92x282） 5.440 0.298 ２ 0.6 

内力パー ” t＝１．２ (239×880） 3.264 0.686 ２ 1.37 

Ｌ型補強材 ” Ｌ－２０ｘ２０ｘ３ 880 0.301 0.265 ４ 1.06 

ボルト座金 " t＝４ (44×120） 10.880 0.057 ２ 0．１１ 

小計 7.51 K９ 

標識板 ＡＬ t＝2.0 (260×1150） 5.440 1.548 ２ 3.10 

取付材 " FＢ－３０ｘ３ (30×268） 8.160 0.066 ８ 0.53 

ﾊﾞｸ " Ｌ－１５ｘ１５ｘ２ 3０ 0.152 0.005 ８ 0.04 

小計 3.67 K９ 

合計 1１．５１ Ｋ ９ 

六角ボルト Ｍ５ 4０ ８ 

ポップナヅト Ｍ５ ８ ナット含む

ブラインドリベット ４． 4８ 

ＵＢＯＬＴ Ｍ1０（RB10） 194 ２ *z配
ツシ



第３章 構造

材 料 表

標識柱Ｃ 

’ 
。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■・

■
■
■
■
 
２
２
 

’ 

「
片一繩

犀

唇
5２ 

使用箇所 種別
断面・寸法

(ｍ、）
長さ

(ｍ、）

単位霞園

(Kg／mo） 
1個分重

量（Kg）
数圃

童通

(Kg） 
摘要

(材質）

柱Ｐ－１ 板下寸法Ｌ＝1800 標識板4枚取付用

ノノ Ｌ＝1800 〃３枚”

支柱 ＳＴＫ 60.5の×3.8 4,313 5.31 22.902 ２ 45.80 

継材 ＰＬ 3.2 (l00x300） 25.12 0.754 ２ 1.51 

ﾉソ BOLT Ｍ1２ 9０ 0.128 ４ 0.51 

合計 47.82 K９ 

柱Ｐ－２ 板下寸法Ｌ＝1800 標識板2枚取付用

ﾊﾞｸﾞ Ｌ＝1800 〃１枚〃

" Ｌ＝１２００ 〃４枚〃

” Ｌ＝１２００ ”３枚”

支柱 ＳＴＫ 60.5のｘ3.8 3,710 5.31 19.700 ２ 39.40 

継材 ＰＬ 3.2 (l00x300） 25.12 0.754 ２ 1.51 

” BOLT Ｍ1２ 9０ 0.128 ４ 0.51 

合計 41.42 K９ 

柱Ｐ－３ 板下寸怯Ｌ＝1200 標識板2枚取付用

” Ｌ＝1200 〃１枚〃

支柱 ＳＴＫ 60.5．×3.8 3,008 5．３１ 15.972 ２ 31.94 

継材 ＰＬ 3.2 (l00x300） 25.12 0.754 ２ 1.51 

" BOLT Ｍ1２ 9０ 0.128 ４ 0.51 

合計 33.96 Ｋ ９ 
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材料表

ｄ基礎

０５０㎡５００ｘｌＯＯＯ 

５００． 

－５３－ 

使用箇所 種別
断面・寸法
（ｍ、）

長さ

(ｍ、）

単位爾厩

(Kg） 

1個分重

量（Kg）
数量

重遍

(Kg） 

摘要

(材質）

基礎寸法 500ｘ５００ｘ１０ 

コンクリート 500ｘ５００ｘ１０００ １ 0.250 ㎡

クラッシャーラ 600ｘ６００ｘ１００ １ 0.036 ㎡

型枠 500×１０００ 0.50㎡ ４ 2.000 ㎡

基礎寸法 500．×1000（スパイラルダクト使用）

コンクリート 500ｄｘ１０００ １ 0.196 ㎡

クラッシャーラ 600ｘ６００ｘ１００ １ 0.036 ㎡

スパイラルダク 500｡ １ 1.000 ㎡
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字（英文）表記の例１．ローマ

著名施設を英語でこのように表記しなければならないというきまりはない。

そこで各地でどのように表記している力､の事例を集めた。

引用先は（）で示した。

(１） 交通機関

(駅、バスターミナル、市場、流通センター、港湾、空港）

駅Ｓｔａｔｉｏｎ省略形はＳｔａ，

有楽町駅ＹｕｒａｋｕｃｈｏＳｔａ.（東京都）

お茶の水駅ＯｃｈａｎｏｍｉｚｕＳｔａ．（東京都）

こまざわ大学駅ＫｏｍａｚａｗａｄａｉｇａｋｕＳｔａ.（東京都）

＊「こまざわ大学駅」は固有名詞であるから大学をＵｎｉｖｅｒｃｉｔｙ

とは書かずに、読みの通りにｄａｉｇａｋｕと書く。」

市場Ｍａｒｋｅｔ

中央卸売市場ＣｅｎｔｒａｌＷｈｏｌｅｓａｌｅＭａｒｋｅｔ（東京都）

中央卸売市場板橋市場ＩｔａｂａｓｈｉＭａｒｋｅｔ（東京都）

＊「組織的には中央卸売市場の板橋分室であるが一般には板橋

市場の名前でとおっている。」

埠頭Ｗｈａｒｆ

桟橋Ｐｉｅｒ

竹芝桟橋ＴａｋｅｓｈｉｂａＰｉｅｒ（東京都）

空港Ａｉｒｐｏｒｔ

羽田空港ＨａｎｅｄａｌｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＡｉｒｐｏｒｔ（東京都）

＊羽田空港の正式名称は羽田国際空港。

－５７－ 
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｢英語で書くならこのように書く」と施設管理者から申し出がある

ことがあるので固有名詞には注意を要する。

（２）文化施設

公園Ｐａｒｋ

日比谷公園ＨｉｂｉｙａＰａｒｋ（東京都）

昭和記念公園ＳｈｏｗａＭｅｍｏｒｉａｌＰａｒｋ（建設省）

庭園Ｇａｍｅ、

清澄庭園ＫｉｙｏｓｕｍｉＧａｒｄｅｎ（東京都）

六義園ＲｉｋｕｇｉｅｎＧａｒｄｅｎ（東京都）

ＲｉｋｕｇｉＧａｒｄｅｎと書くと日本人にわかりづらい。

遊園地ＡｍｕｓｅｍｅｎｔＰａｒｋ，ＲｅｃｒｅａｔｉｏｎＧｒｏｕｎｄ

豊島園遊園地Ｔｏｓｈｉｍａｅｎ（東京都）

後楽園遊園地ＫｏｒａｋｕｅｎＡｍｕｓｅｍｅｎｔＰａｒｋ（ジャパンタ

イムス）

動物園Ｚｏｏ，ＺｏｏｌｏｇｉｃａｌＧａｒｄｅｎｓ

上野動物園ＵｅｎｏＺｏｏｌｏｇｉｃａｌＧａｒｄｅｎｓ（東京都）

＊上野動物園は幾つかのブロックにわかれている。

多摩動物公園ＴａｍａＺｏｏｌｏｇｉｃａｌＰａｒｋ

＊公園の中に動物の艦があり、散策しながら、動物をみて楽し

む公園である。

王子動物園ＯｊｉＺｏｏ（神戸市）

植物園ＢｏｔａｎｉｃａＩＰａｒｋ（Ｇａｒｄｅｎ）

神代植物公園ＪｉｎｄａｉＢｏｔａｎｉｃａｌＰａｒｋ（東京都）

平良市亜熱帯植物園ＨｉｒａｒａＴｒｏｐｉｃａｌＧａｒｄｅｎ（沖縄県）

－５８－ 
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水族館Ａｑｕａｒｉｕｍ

須磨水族館ＳｕｍａＡｑｕａｒｉｕｍ（神戸市）

霊園、墓地Ｃｅｍｅｔｅｒｙ（共同墓地を指す）

多摩霊園ＴａｍａＣｅｍｅｔｅｒｙ（東京都）

谷中墓地ＹａｎａｋａＣｅｍｅｔｅｒｙ（東京都）

博物館Ｍｕｓｅｕｍ

単に博物館といえばＭｕｓｅｕｍであるが、一般的には科学博物

館のように前に博物館の性質をつけることが多い。このため、英

語表示もＳｅｉｅｎｃｅＭｕｓｅｕｍ、美術館は、ＡｒｔＭｕｓｅｕｍと

いうように書く場合が多い。

国立科学博物館ＮａｔｉｏｎａｌＳｉｅｎｃｅＭｕｓｅｕｍ（東京都）

交通科学館ＭｏｄｅｒｎＴｒａｎｓｐｏｒｔａｔｉｏｎＭｕｓｅｕｍ（大阪市）

高尾自然科学博物館ＴａｋａｏＭｕｓｅｕｍｏｆＮａｔｕ｢ａｌＨｉｓｔｏｒｙ

（東京都）

見晴台考古資料館ＭｉｈａｒａｓｈｉｄａｉＡｒｃｈｅｏｌｏｇｉｃａｌＭｕｓｅｕ、

（名古屋市）

郷土館、資料館

武蔵野郷土館ＭｕｓａｓｈｉｎｏＦｏｌｋｌｏｒｅＭｕｓｅｕｍ（東京都）

諸見民芸館ＭｏｒｏｍｒＦｏｌｋｃｒａｆｔＭｕｓｅｕｍ（沖縄県）

歴史民族資料館ＨｉｓｔｏｒｉｃａｌＦｏｌｋｌｏｒｅＭｕｓｅｕｍ（東京都）

文化財資料展示室ＣｕｌｔｕｒａｌＰｒｏｐｅｒｔｉｅｓＭｕｓｅｕｍ

（東京都）

国立公文書館ＮａｔｉｏｎａｌＡｒｃｈｉｖｅｓ（東京都）

美術館ＡｒｔＧａＩｌｅｒｙＭｕｓｅｕｍ，ＭｕｓｅｕｍｏｆＡｒｔｓ

国立近代美術館ＴｏｋｙｏＮａｔｉｏｎａｌＭｕｓｅｕｍｏｆＭｏｄｅｒｎ
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Ａｒｔｓ（東京都）

藤田美術館ＦｕｊｉｔａＭｕｓｅｕｍｏｆＡｒｔ（大阪市）

福岡市美術館ＦｕｋｕｏｋａＡｒｔＭｕｓｅｕｍ（福岡県）

東京都美術館ＴｏｋｙｏＭｅｔｒｏｐｌｉｔａｎＡｒｔＧａｌｌｅｒｙ

（東京都）

絵画館ＰｉｃｔｕｒｅＧａｌｌｅｒｙ

明治神宮絵画館ＭｅｉｊｉＭｅｍｏｒｉａｌＰｉｃｔｕｒｅＧａｌｌｅｒｙ

（東京都）

図書館Ｌｉｂｒａｒｙ

仙台市図書館ＳｅｎｄａｉＣｉｔｙＬｉｂｒａｒｙ（仙台市）

東京都中央図書館ＴｏｋｙｏＭｅｔｒｏｐｏｌｉｔａｎＣｅｎｔｒａｌＬｉｂｒａｒｙ

（東京都）

日比谷図書館ＨｉｂｉｙａＬｉｂｒａｒｙ（東京都）

公会堂ＰｕｂＩｉｃＨａｌｌ

日比谷公会堂ＨｉｂｉｙａＰｕｂｌｉｃＨａｌｌ（東京都）

公民館ＰｕｂｌｉｃＨａｌＬＣｏｍｍｕｎｉｔｙＣｅｎｔｅｒ

市民会館Ｃｉｖｉｃｈａｌｌ

市立教育会館ＥｄｕｃａｔｉｏｎＣｅｎｔｅｒ（大阪市）

大阪共済会館ＯｓａｋａＫｙｏｓａｉＫａｉｋａｎ（大阪市）

文化会館

東京文化会館ＴｏｋｙｏＭｅｔｒｏｐｌｉｔａｎＦｅｓｔｉｖａｌＨａｌｌ

劇場Ｔｈｅａｔｅｒ

新橋演舞場ＳｉｎｂａｓｈｉＥｎｂｕｊｏＴｈｅａｔｅｒ

歌舞伎座ＫａｂｕｋｉｚａＴｈｅａｔｅｒ

日生劇場ＮｉｓｓｅｉＴｈｅａｔｅｒ
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（３）名所、旧跡

神社Ｓｈｕｒｉｎｅ

靖国神社ＹａｓｕｋｕｎｉＪｉｎｊａＳｈｕｒｉｎｅ（東京都）

日枝神社ＨｉｅｊｉｎｊａＳｈｕｒｉｎｅ（東京都）

明治神宮ＭｅｉｊｉｊｉｎｇｕＳｈｕｒｉｎｅ（東京都）

仏閣、寺院Ｔｅｍｐｌｅ，Ｃｈｕｒｃｈ，ＣａｔｈｅｄｏｒａＩ

泉岳寺ＳｅｎｇａｋｕｊｉＴｅｍｐｌｅ（東京都）

神田明神ＫａｎｄａｍｙｏｊｉｎＴｅｍｐｌｅ（東京都）

ニコライ堂ＮｉｃｏｌａｉＣａｔｈｅｄｏｒａｌ（東京都）

湯島聖堂ＹｕｓｈｉｍａＣｈｕｒｃｈ（東京都）

目黒不動ＭｅｇｕｒｏＦｕｄｏ（東京都）

史跡Ｍｅｍｏｒｉａｌ，ＨｉｓｔｏｒｉｃａｌＳｐｏＭｓｉｔｅ）

武蔵国分寺跡ＭｕｓａｓｈｉＫｏｋｕｂｕｎｊｉＴｅｍｐｌｅＭｅｍｏｒｉａｌ

（東京都）

＊ＭｅｍｏｒｉａＩとは記念碑、記念物

城跡ＴｈｅＲｕｉｎｏｆＣａｓｔｌｅ，ＴｈｅＳｉｔｅｏｆＡｎｃｉｅｎｔＣａｓｔｌｅ

延岡城祉ＮｏｂｅｏｋａＣａｓｔｌｅＲｕｉｎｓ（宮城県）

今帰仁城祉ＮａｋｉｊｉｎＣａｓｔｌｅＳｉｔｅ（沖縄県）

墓Ｇｒａｖｅ，Ｔｏｍｂ

将門首塚ＭａｓａｋａｄｏＴｏｍｂ（東京都）

端鳳殿ＺｕｉｈｏｄｅｎＭａｕｓｏｌｅｕｍ（仙台市）

貝塚ＳｈｅｌｌＭｏｕｎｄ

大森貝塚ＯｍｏｒｉＳｈｅｌｌＭｏｕｎｄ

墓碑Ｇｒａｖｅｓｔｏｎｅ，Ｔｏｍｂｓｔｏｎｅ
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記念碑Ｍｏｎｕｍｅｎｔ

古戦場ＡｎｃｉｅｎｔＢａｔｔｌｅｆｉｅｌｄ，ＯｌｄＢａｔｔｌｅｆｉｅｌｄ

１１１中島古戦場ＫａｗａｎａｋａｊｉｍａＯＩｄＢａｔｔｌｅＦｉｅｌｄ

（長野県）

（４）観光地

展望台ＯｂｓｅｒｖａｔｉｏｎＰｌａｔｆｏｒｍ

只狩山展望台ＴａｄａｋａｒｉｙａｍａＯｂｓｅｒｖａｔｏｒｙ（長崎県）

タワーＴｏｗｅｒ

大阪タワーＯｓａｋａＴｏｗｅｒ

洞窟Ｃａｖｅ，Ｃａｖｅｒｎ（大きな洞窟）

玉泉堂ＧｙｏｋｕｓｅｎｄｏＣａｖｅ（沖縄県）

しよう乳洞ＬｉｍｅｓｔｏｎｅＣａｖｅ（ｃａｖｅｒｎ）

沼Ｍａｒｓｈ，Ｓｗａｍｐ,Ｂｏｇ

湖Ｌａｋｅ

諏訪湖ＬａｋｅＳｕｗａｋｏ（長野県）

竜潭池ＲｙｕｔａｎＰｏｎｄ（長野県）

干刈水源地ＳｅｎｇａｒｉＲｅｓｅｒｖｏｉｒ（兵庫県）

滝ＷａｔｅｒｆａｌＬＣａｓｃａｄｅ（分かれ滝）

白糸の滝ＳｈｉｒａｉｔｏｎｏｔａｋｉＦａｌｌ（長野県）

うのこの滝ＵｎｏｋｏＦａｌｌｓ

谷ｖａｌｌｅｙ

赤池渓谷ＡｋａｉｋｅＧｏｒｇｅ（宮崎県）

地獄谷ＪｉｇｏｋｕｄａｎｉＶａｌｌｅｙ（長野県）

名木ＡｎＯｌｄＴｒｅｅｏｆＨｉｓｔｏｒｉｃａｌｌｎｔｅｒｅｓｔ
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河川Ｒｉｖｅｒ

堀川ＨｏｒｉｋａｗａＲｉｖｅｒ（名古屋市）

淀川ＹｏｄｏＲｉｖｅｒ（大阪市）

橋Ｂｒｉｄｇｅ

清洲橋ＫｉｙｏｓｕｂａｓｈｉＢｒｉｄｇｅ（東京都）

仲の瀬橋ＮａｋａｎｏｓｅＢｒｉｄｇｅ（仙台市）

峠Ｐａｓｓ

満地峠ＭａｎｊｉＰａｓｓ（東京都）

地蔵峠ＪｉｚｏｔｏｇｅＰａｓｓ（宮崎県）

ダムＤａｍ

高瀬ダムＴａｋａｓｅＤａｍ（長野県）

（５）公共的施設

大使館Ｅｍｂａｓｓｙ

日本大使館ＪａｐａｎｅｓｅＥｍｂａｓｓｙ

県庁ＰｒｅｆｅｃｔｕｒａｌＯｆｆｉｃｅ

宮城県庁ＭｉｙａｇｉＰｒｅｆＯｆｆｉｃｅ

市役所ＣｉｔｙＯｆｆｉｃｅ

千代田区ＣｈｉｙｏｄａＷａｒｄＯｆｆｉｃｅ

練馬区ＮｅｒｉｍａＣｉｔｙＯｆｆｉｃｅ

品川区ＳｈｉｎａｇａｗａＢａｒｏｕｇｈＯｆｆｉｃｅ

仙台市役所ＳｅｎｄａｉＣｉｔｙＨａｌｌ（仙台市）

出張所ＢｒａｎｃｈＯｆｆｉｃｅ

沢井出張所ＳａｗａｉＢｒａｎｃｈＯｆｆｉｃｅ（東京都）

簡易裁判所ＳｕｍｍａｒｙＣｏｕｒｔ
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郵便局ＰｏｓｔＯｆｆｉｃｅ

消防署ＦｉｒｅＳｔａｔｉｏｎ

警察署ＰｏｌｉｃｅＳｔａｔｉｏｎ

税務署ＴａｘａｔｉｏｎＳｔａｔｉｏｎ

老人ホームＨｏｍｅｆｏｒＴｈｅＡｇｅｄ，ＯｌｄＰｅＯｐｌｅＨｏｍｅ

東村山老人ホームＨｉｇａｓｈｉｍｕｒａｙａｍａＨｏｍｅｆｏｒｔｈｅ

Ａｇｅｄ（東京都）

市立老人福祉センターＭｕｎｉｃｉｐａｌＷｅｌｆａｒｅＣｅｎｔｅｒｆｏｒ

ＳｅｎｉｏｒＣｉｔｉｚｅｎｓ（大阪市）

保育園Ｎｕｒｓｅｒｙ

柴崎保育園ＳｈｉｂａｓａｋｉＮｕｒｓｅｒｙ

福祉会館ＷｅｌｆａｒｅＨｅａｌｔｈＣｅｎｔｅｒ

勤労福祉会館Ｗｏｋｅｒ,ｓＨｅａｌｔｈＣｅｎｔｅｒ

病院Ｈｏｓｐｉｔａｌ

荏原病院ＥｂａｒａＨｏｓｐｉｔａｌ

国立小児病院ＮａｔｉｏｎａＩＣｈｉＩｄｒｅｎ,ｓＨｏｓｐｉｔａｌ

青梅総合病院ＯｍｅＣｅｎｔｒａｌＨｏｓｐｉｔａｌ

国立療餐所ＮａｔｉｏｎａｌＳａｎａｔｏｒｉｕｍ

東京大学付属病院Ｕｎｉｖ、ｏｆＴｏｋｙｏＨｏｓｐｉｔａｌ

保健所ＨｅａｌｔｈＣｅｎｔｅｒ

梅ヶ丘保険所ＵｍｅｇａｏｋａＨｅａＩｔｈＣｅｎｔｅｒ

学校Ｓｃｈｏｏｌ

大塚職業訓練学校ＯｔｓｕｋａＡｄｖａｎｃｅｄＶｏｃａｔｉｏｎａｌＴｒａｉｎｉｎｇ

Ｓｃｈｏｏｌ 

新宿看趣専門学校ＳｈｉｎｊｕｋｕＮｕｒｓｉｎｇＳｃｈｏｏｌ
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養謹学校ＰｒｏｔｅｃｔｉｖｅＣａｒｅＳｃｈｏｏｌ

文京盲学校ＢｕｎｋｙｏＳｃｈｏｏｌｆｏｒＢｌｉｎｄ

（６）体育施設

スポーツセンターＳｐｏｒｔｓＣｅｎｔｅｒ

新宿体育館ＳｈｉｎｊｕｋｕＳｐｏｒｔｓＣｅｎｔｅｒ（東京都）

体育館総合体育館Ｇｙｍｎａｓｉｕｍ

多摩スポーツ会館ＴａｍａＳｐｏｒｔｓＨａｌｌ（東京都）

江東区スポーツ会館ＫｏｔｏＳｐｏｒｔｓＢｌｄｇ.（ジャパンタイム

ス）

運動場ＳｐｏｒｔｓＧｒｏｕｎｄ

陸上競技場Ｔｒａｃｋ＆ＦｉｅｌｄＧｒｏｕｎｄ

国立競技場ＮａｔｉｏｎａＩＳｔａｄｉｕｍ

大阪城運動場ＡｔｈｌｅｔｉｃＧｒｏｕｎｄ

野球場ＢａｓｅｂａｌｌＧｒｏｕｎｄ

柴又野球場ＳｈｉｂａｍａｔａＢａｓｅｂａｌｌＧｒｏｕｎｄ（東京都）

神宮球場ＪｉｎｇｕＢａｌｌＰａｒｋ（東京都）

プールＳｗｉｍｍｉｎｇｐｏｏｌ

神宮プールＪｉｎｇｕＳｗｉｍｍｉｎｇＰｏｏｌ（東京都）

海水浴場Ｂｅａｃｈ

弘法浜ＫｏｂｏＢｅａｃｈ（東京都）

領美江海水浴場ＳｕｍｉｅＢｅａｃｈ（宮崎県）

釣り場

キャンプ場ＣａｍｐＳｉｔｅ

ユースホステルＹｏｕｔｈＨｏｓｔｅｌ
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東京国際ユースホステルＴｏｋｙｏｌｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＹｏｕｒｔｈ

Ｈｏｓｔｅｌ（東京都）
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２．商標、著作権について

（１）商標について

文字、図形、記号もしくはこれらの結合または、これらと色彩との結

合であって、業として商品を生産し、加工し、照明し、または譲渡する

者がその商品について使用する標章（マーク）をいい、とくに商標法に

従って登録されたものを登録商標という。

［商標法］商標を保護することにより、商標を使用する者の業務上の信

用の維持を図り、もって産業の発達に寄与し、会わせて需要者の利益を

保謎することを目的としている。商標の登録を受けようとするものは、一

定の事項、ことに政令で定める商品の区分内で商標を使用する１または

２以上の商品指定を記戦した願書に、登録を受けようとする商標を標示

した書面および必要な説明書を添付して特許庁長官に提出しなければな

らない、（第５条、６条）。審査をへて商標の設定登録がされたときには、

その指定した商品につき、その商標を独占的、排他的に使用する商標権

を取得する（第２５条、３０条）。

商標として登録されるためには、それが文字、図記号もしくはこれら

の結合またはこれと色彩との結合による商標であって特別顕著なもので

なければならない。（第３条）

（２）著作権について

芸術、学術、美術ならびに音楽の範囲に属する精神的創造物を著作物

という。著作者は、自分の著作物を複製、翻訳、映画化し、あるいは放

送、興行等に経済上排他的に持っている。これを著作権といい、また箸
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作財産権ともいう。

著作者は、これをこの著作財産権のほかに著作者たるの資格において、

その著作物の人格的利益を維持する権利、すなわち著作人格権を有する。

人格権は、著作者そのものに所属する絶対的権利であって移転性ではな

い。ゆえにその著作物については、なんびとも著作者に無断で著作者の

氏名、称号や題号、その内容や表現を改変することを許されない。以上

の著作財産権と著作人格権とをあわせて広義に著作権という。

「出典平凡社世界大百科辞典」

歩行者案内に用いるシンボルマークはどのように考えれば良いだろう

か。

著作権協会ならびに通産省特許庁工業所有権相談所に聞いた結果次の

ような意見をいただいた。

「著作権は著作物についてあてはまり、デザインは含まれないと考える。

美術、工業工芸品など一品製作のものが対象である。理論的にはデザイ

ンには著作権は発生しないと考えられている。」

「また、シンボルマークを意匠登録または商標として登録し第三者に対

抗することができるようにするためには、ワッペンのようなものの形を

とることが必要である。これは、意匠登録があくまで物品の総体にたい

してなされるものであるからであり、なおかつ新規性、創造性で他を択

越しなければならない。」

しかし、われわれが、既存のシンボルマークを利用する場合は、デザ

イナーにたいする道義的な問題もあり、闇雲に引用することはつつしみ

たいものである。

－６８－ 



参考資料

意匠登録されたものは、次の様に意匠公報によって告示することになってい
● 

ろ。

日本国特許庁

意匠公報 (Ｓ） 22-20 昭和54.11.9発行

５１６２９４ 出願昭51.8.4意願昭51-30698登録昭57.7.31

創作者水谷元彦東久留米市滝山４丁目９番10号

意匠梅者社団法人日本温泉協会東京都千代田区丸の内１丁目８番３号

代理人弁理士中村稔外４名

表示板

左側而図は右側面図と、底面図は平面図と同一にあらわれる

意匠に係る物品

説明

背面図正面図

平面図

■ 

右側面図

－６９－ 



参考資料

３．シンボルマーク、ピクトサインの例

新たにシンボルマーク（ピクトグラフ）を描く場合、その施設が持つ機能を

良く理解して、ビジュアルな絵を描くと良い。マークはできるだけシンプル

で明解なものにすることがサインの可読性を高めるためによい。

－７０－ 



交通施設：駅、パスターミナル、市場、流通センター、

港湾、空港

港湾駅

船舶発着場、港湾、
漁港等の案内国鉄・私鉄の駅案内

ヘリ・ポート駅（地下鉄）

へリコプターの

発着場の案内地下鉄の駅案内

市場空港

青果市場の案内飛行場・空港の案内

市場空港

魚市場の案内

港湾

船舶発着場、港湾、
漁港の案内

－７１－ 



文化施設：公園、遊園地、動物園、植物園、霊園、墓
地、博物館、美術館、絵画館、図書館、資料館、公
会堂、文化会館、劇場

庭園 図書館

庭園及び庭園を主とする
公園等の案内

公園 博物館

児童遊び施設を持つ公園の
案内

公園 博物館

緑樹の多い公園の案内

動物園 博物館･美術館

動物園 美術館

－７２－ 



名所・旧跡：神社、仏閣、寺院、教会、史跡（城跡、

墓、貝塚、碑、古戦場）

教会神社

寺院

寺院

墓、貝塚、碑

史跡・古戦場

－７３－ 



公共（的）施設：大使館、公的地方のサービス機関、

病院、学校、身障者用施設、警察署、消

防署、郵便局、電話局、ホテル、ユース

ホステル、国民宿舎

観光地：展望台、タワー、洞窟、沼、池、湖、滝、谷、

名木、その他の名所

池、沼 病院

１團学”
橋

学校

中学校、高等学校の案内

区役所等

区役所等

－７４－ 



福祉施設区役所等

薑；視庁･警察署 福祉施設、

身障者マーク

警察章をデサインしたもの

東京都郵便局

東京都庁等の都の代表的施
設の案内

千代田区消防庁･消防署

千代田区役所等の千代田区
の代表的施設の案内

中央区気象庁･測候所

中央区役所等の中央区の代
表的施設の案内

－７５－ 



体育施設：体育館、運動場、海水浴場、釣場、ハイ

キングコース、サイクリングコース、キャンプ場（山
小屋)、青年の家

新宿区 体育館

新宿区役所等の新宿区の代
表的施設の案内

総合体育館､総合運動場の
案内

体育館

運動場

競技場、運動場、総合グラ
ンド等の案内

野球場

野球場

－７６－ 



野球場 ハイキング

コース

プール・

海水浴場

キャンプ場

プール、水球場、海水浴場
等の案内

武道館

サイクリング

ロード

自転車道、サイクイング
コース等の案内

ユース

ホステル

国際統一シンボルマーク

－７７－ 



その他

動物園高層ビル
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1u･日::HUUH，

遊園地ホテル

遊園地

公会堂・劇場

公会堂・劇場

－７８－ 



歌舞伎座

国立劇場

集会場･会議場

－７９－ 



麿葉扇亘]道路標臓､防塵柵、トンネル内袋

区画線､防音壁､交通安全撫昭全盤
道路施設事業部門

道路施股部 缶(03）351-9301

冠(022)236-4363

ｓ(0236)43-5351 

ｓ(0472)33-2111 

冠(052)733-7115

冠(06）228-1871

缶(092)473-1535

召(0292)27-6656

壷(0486)45-8821

冠(0425)23-3401

冠(0542)54-2797

ｓ(0489)25-2661 

壷(022)236-4363

東北支店

山形営蕊所

千葉支店・千葉道路施股営蕊所一

名古屋支店・名古屋道路施設営禦所一

大阪支店

福岡支店

茨城営蕊所

埼玉道路施股営業所

多摩道路施股営粟所

静岡道路施股営禦所

東京エ鰯

仙台エ場

ひとに、やさしく゜クルマ|こ、やさしく゜

クルマ社会のコミュニケーション／

の灘ﾉ維鰍式鰍……………Ｓ(03)351-9301ＦＡＸ(03)355-0639 

製作･設計･Z痘工
道路標識(案内標識は最大巾4.5mまで'枚板にて可能）

道路区画線

視線誘導標(ﾊﾟｰｶｰﾗｲﾄ各種）

眩光防止綱(ﾘｯﾂｱﾊﾟｰカーしや光ﾈｯﾄ）

防護柵各種

トンネル内装

トンネル防水

ＴＥＬＯ３－３７４－４１３ｅ 〒150束京都渋谷区代々木2-20-12
ＦＡＸＯ３－３７４－４５５ｇ 

㈱曰本パーカーーライジング広島工場東京事務所
本社広島市大手町２－８－４ＴＥＬＯ８２－２４７－４２２７

千葉エ場千葉市山王町３４２ＴＥＬＯ４３４－２２－１８６０



d冨職渉 ￣ 

Ｏ永盛産業株式会社

本社〒１１５束京都北区赤羽南２丁目12番５号ＴＥＬ(03）902-5105

ＦＡＸ(03）902-6081 

中央支店〒171束京都豊島区南池袋3-13-9-1007TEL(03）988-2441

埼玉支店〒332埼玉県川口市北園町35番地15号ＴＥＬ(0482)69-5511㈹



道路標識、道路区画線、道路照明

道路防護柵、その他交通安全施設

設計・施工・墓K造・販売

保安エ業株式会社

本店

北海道支店

東北支店

中央支店

中部支店

ｓＯ３（271)4851 

ｓ011(241)2201 

冠022(295)5581

冠0３（443)6403

ｓ052(452)1526 

新潟支店

大阪支店

四国支店

中国支店

九州支店

sO25(247)2206 

ｓ0６（372)2271 

冠0878(51)2649

ｓ082(263)3007 

石093(321)5167

発展する現代のモータリゼーションに、

NDKは総合技術力を駆使し、

多彩なニーズにアプローチしています。

日本道路興業株式会社

〒170東京都豊島区東池袋2丁目45番4号

〒146東京都大田区下丸子2丁目31番15号

〒9821m台市長印南４丁目１２番１３号

〒174東京都板橋区相生町１９番３号

〒４９１－宮市栄１丁目９番２０号

〒530大阪市北区中之島6丁目１番18号

〒733広島市西区楠木町1丁目9番10号

〒814福岡市旱良区荒江2丁目7番33号

本社

本社商吊事業部

東北支社

東京支社

中部支社

大阪支社

中国支社

九’''''１支社

冠0３（971)1811㈹

冠0３（757)4771㈹

sO222(47)4861㈹

缶0３（559)8961㈹

盃0586(73)1350㈹

壷0６（443)1421㈹

缶082(295)7122㈹

西092(843)8033㈹



フリートマーキング・飛散防止フイルム･VHB
道路標識・道路区画線・交通安全教育資材

菊ﾌにﾗｲﾝ株式会社
東京支店東京都葛飾区寶戸8丁目2番18号iiiii(83):;!=鼎〒125
本社

阿久比エ鰯

関東エ場

東京ＳＰ蝉部

支店

営業所

名古屋市南区加福本通１丁目２６番地缶<052＞611-0680㈹〒457

愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字下同志麺１の８２ｓ〈0569＞48-1145㈹〒470-22

埼玉県南埼玉郡白岡町大字篠津字立野857番地の１石<0480＞92-6291㈹〒349-02

束京都港区束麻布１丁目10稀12号亀田ピル３号透く03＞586-9788〒106

大阪、静岡

札幌、東北、栃木、茨城、埼玉、千葉、神奈川、新潟、浜松、北陸、岐阜、愛知、

三重、奈良、兵庫、中国、福岡、九州

交通安全に寄与する
ＴＰＬ例道路資材
●標識柱
●反射鏡用支柱
●消火栓柱
●防護柵
●車止め
●大型標識柱
（オーバーハング）
（オーバーヘッド）

、曰鉄防官虫株式会社
本社〒'０１東京都千代田区内神田｜丁目'4審８号（長谷川第五ピル）冠(03）294-6471㈹
君麹エ鰯〒299-Ⅲ千葉県君津市君津’（新日本製繊㈱君津製鐡所棡内）台(0439)52-2911㈹
光エ期〒743山口県光市浅江６丁目１８番20号 ご(0833)71-0161㈹
大泉エ鰯〒370-05群馬県邑楽郡大泉町大字吉田9441 冠(0276)62-4191㈹
板橋エ坦〒174東京都板橋区舟渡４丁目12番１号 石(03）966-6803㈹



私達は切勤け力瀧の産い生i命を守蓉｣ため……
道路交通安全施設を通ど設計･開発から生産･'茜_工まで
一貫したシステムてTitf会に貢献しています。

営業品目道路祖■及び各租ご板･区団纏･交通安全鯖pH用品

⑭信号器材株式会社
本社・エ場・研究所神奈川県川崎市中原区市ノ坪160

〒211TELO44-411-2191～3㈹

東京事務所

所沢営業所

大阪営業所

西東京営業所

千葉営業所

兵庫営業所

栃木営業所

新潟営業所

九州営業所

群馬営業所埼玉営業所

静岡営業所名古屋営業所

二重防蝕(亜鉛メッキ＋静電粉体塗装）
TOYOの交通安全対策道路資材

全国の道路、公園、橋まで
活躍する

ＴＯＹＯの製品／

●チェンガード車上●ガードフェンス

●キングポスト車止●ガードフェンス

●ストッカー車止柵（海岸地帯用璽防鋼処理）

●ガードポスト●(特寸法)ガードフェンス

（デリニエーター付車止）●ガードパイプ

●視線認視線●ガードパイプ(特）

（デリニエーター）●セパレートフェンス

●コートフェンス●アートメッシュフェンス

●コートＴパーフエンス●標職支柱

●高欄フェンス●アームポール・樹支え

●橋梁用防護柵

本社愛知県小牧市林字野原450番地
ＴＥＬ<0568＞７９－６１２３ 

ＦＡＸ<0568〉７９－６１１７

錨東洋樹脂株式会社鯨識鍵繊'堯陽
ＦＡＸ<03〉２５４‐３６５０



道路標識(調査設計製作販売施工）
案内標識､規制標識､指示標識

避難場所標識､自転車放置禁止標識､公園標識

住友スリーエム㈱特約ｶﾛｴ販売店

野原道路施設株式会社
東京都大田区大森西2丁目6番地3号

〒143電話０３（298）３４６１㈹

ＦＡＸＯ３（298）３４６５ 

横浜市緑区佐江戸町189番地１

〒226電話045（931）０２１５㈹

ＦＡＸＯ４５（931）０２３０ 

東京支店

本社

エ場

ＰＳカラーポール

ドライバーは、安全に車を走らせ、歩行者は快適に歩く「道空間｣。それを

実現するためには、それぞれのマナーはもとより、道路そのものの整備や

緑の景観が必要です。また道の傍らにそびえ立つ路側柱の存在も見逃せま

せん。ヨシモトポールでは、錆びを寄せつけずいつまでも美しいＰＳカラ

ーポールにより、環境を損わず、かつ快適な道空間を演出する路側柱をお

届けします。あなたの街の道路にもぜひ、お役立てください。

⑭ﾖﾖﾓMi-ﾙ株式会社
東京都千代田区有楽町l-lO-l(有楽町ピル）

大阪市北区芝田町2-1-'8(西阪急ピル）

仙台市中央2-2-1（仙台三菱ピル）

名古屋市中区錦2-2-24(東海｜Ｓピル）

O3-214-I552㈹

06-372-1717㈹

022-263-2771㈹

052-211-2761㈹

本社

大阪支店

仙台営業所

名古屋営業所
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◆住友ｽﾘｰｴﾑ株式会社３，N

反射材製品事業部
本社〒158吏京団世田台区玉ⅡI齪・33-1台(03)709-8351(ダイヤルイン）

東京支巴ご（03)423-7265縄岡支店■(092)531-⑬５６
大腹支店ロ（06)305-31岨札院営巣所Ｔ(０１１)644-7411
8占回支店つ(052)3翌一調1１仙台営典所冠(022)261-2811

祖浜支店ロ(045)312-5521広囿営典所壷(002)247-2200



参考資料

おわりに

都市はいま、目まぐるしく変化している。この間まであった角の酒屋がなく

なっていたり、たばこ屋がピルの中に入ったりして目印がなくなることが多

くなってきた。極端な場合、道路の様子が大きく変わって道に迷うことさえ

ある。歩行者にとってなにか不変の目印が欲しいところである。

われわれが地理を知っているとかその場所にいけるというのはどうも知識だ

けではだめなようだ。地図で一所懸命おぼえても、手元に地図がないかぎり、

地図を思い出しながら目的地に向うというのはたいへんむつかしい。その場

所に立つと情報が多すぎるのであろう。銀行の角といっても銀行が幾つもあ

ったりして、自分の記憶すら不安になってくる。

こんな過去の失敗をふりかえりながら、自分はどっちにいけばいいのか的

確に示してくれる公共的な案内はどうあればよいか考えさせられた。こう表

示してあればよいなと思っても必ずしも、全員がそこに行きたいとは限らな

い。だけど何か案内は欲しい。地下鉄の出口は、地上のイメージがつかみに

くいだけに、可能なかぎり施設名称が書かれている。これもひとつの方法で

はある。地下鉄から地上に出たところの道路にもこれを受けて案内があれば

良いとおもう人も多いと思われる。

歩行者のための案内標識の設置計画をたてるにあたり、各地の設置例を参

考にすることは大変良いことであるが、それはあくまでも一つの例に過ぎな

い。それぞれの地域の特性を生かしながら、それぞれの地域にあった歩行者

のための案内標識をたてていかれるのがよいと思う。そうした時の一つの参

考資料に役に立てば幸である。

-－ 
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